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日立製作所社内VoIPネットワークのイメージ

IPデータの高速化ニーズヘの対応と通信コストの削減を図るために.1Pベースのネットワークで再構築する｡再構築にあたっては,日立製

作所のギガビットルーダ`GR2000”,VoIPゲートウェイ装置"NT-1000”,およびIPトランク内蔵PBX"CX8000”を採用し,東京の大森を拠点と

するスター形ネットワーク構成とする｡

近年のインターネットの急速な書風こより,ネットワークでのデータの通信量が飛躍的に増加している｡企業内ネットワー

クの分野でも同様であり,通信コストの削減を追求するために,音声とデータを統合してIP(lnternet Protocoりネットワーク

上で効率よく伝送するVoIP(VoiceoverlP)へのニーズが高まっている｡

日立製作所は,WAN(WideAreaNetwork)系VoIPゲートウェイ装置としてNo.7共通線信号方式対応の"NT-1000”や什323バー

ジョン2対応の"NT-40”などを開発し,小規模から大規模ネットワークまで,ユーザーニーズにこたえる企業内ネットワークソ

リューションを提案している｡また,日立製作所社内ネットワークの再構築に際しても,"NT-1000”の導入により,大規模Vo】P

ネットワーク構築に関するノウハウをWAN系VoIPソリューションに活用している｡

はじめに

昨今のインターネットの急速な普及により,ネットワ

ークでのデータ通信量が飛躍的に増加1しており,データ

トラヒックが音声トラヒックを追い越そうとしている〈｡

それを一之けて,IP(Internet Pr()t()Cnl)データをより速く

効率的に伝送するためのバックボーン(基幹)の整備が通

イ言事業者を中心に進行し,この潮流が企業内ネットワー

クの分野にも浸透してきている｡.人企業でも,増大する

データ通信量に対ん㌫するため,｢甘声とデータをいかに

効率よく伝送するか+を念頗に置いたネットワーク:Iti構

築が課題となF)つつあり,古)!子とデータを統合して送れ

るVoIP(1Joice()VerIP)へのニーズが高まってきて

いる｡)

Lい∵製作所は,このようなニーズにこたえて,2000勺三

4月にPBX(Private Branch Exchange)のモカ製.昆であ

る｢NETTOlVERCX8000シリーズ+のⅤ()IP対止こTPトラン

クと,CX8000シリーズ以外のPBXに外付けするVoIPゲ
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ートウェイ装置"NT-1000”を発売し,大規模なVoIPネッ

トワークの構築を推進している(〕

ここでは,VoIP対応企業内ネットワークシステムの構

戌機器である▲`NT-1000'',CX8000用IPトランクの機能

と特徴,およびVoIP技術による大規模ネットワークの構

築事例として口立製作所の社内ネットワークについて述

べる｡

WAN系VoIPネットワークの動向と

日立製作所の対応

2.1VoIP進展の背景

通信事業者の回線サービスの多様化･低価格化や崩モ業

を取り巻く経常環境の変化に伴い,ランニングコストの

低減と業務の効率化を求めて,これまで道川してきた

TDM(Time Division Multiplexer:時分割多重化装置)

方式の企業内音声･データ統合ネットワークを見l托す動

きが活発化してきている｡中でも,インターネットの急

速な普及と通信車業者のIP-VPN(IP-VirtしIalPrivate

Netw()rk)サービスをはじめとするサービスの多様化･低

価桁化を背景に,IPベースのネットワーク構築の動きが

急増している■■･ご■｡

2.2 技術的ニーズの動向

TDMでは,各メディアの借城をl古一定的に分け,通信

していないときでも,それぞれの帯域が確保される｡

方,IPでは,帯域を共通的に使用できるので,回線の使

川効率が高められ,通信コストの削減が実現できる｡例

えば,通話がないときには,すべての帯域を音#以外の

他のメディアに使用できる｡
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しかし,IPネットワークでは音声とデータを統合する

場合,リアルタイム性が要求される音声の処理をどうす

るかが課題となる｡〕つまり,TDMでは考慮しなくてよか

った音声パケットの遅延や揺らぎ,廃棄など,音声Ll占質

を劣化させる安岡への対策が求められる｡〕

そのため,ルータには,音声パケットの遅延や廃棄を

l彷ぐための優先制御概能が実装され,VoIPゲートウェイ

装置には,到着時間のばらつきを吸収するための揺らぎ

吸収機能と,遅延によって発生するエコーを取り除くた

めのエコーキヤンセラ機能が実装される｡

2.3 日立製作所の対応

日東製作所は,WAN(Wide Area Network)系への

Ⅴ∩IP対応製品として,小規模ネットワーク向けVoIPゲー

トウェイ装置`-GI-IPlOO''を2000年1月に発売後,IPトラン

クを搭載するPBX｢NETTOWER CX8000シリーズ+と,

VoIPゲートウェイ装置"NT-1000”を4月に,小型VoIPゲ

ートウェイ装置"NT-40''を8月に,中小規模事業所用IP

トランク内蔵キーテレホンシステム"MX''を10月にそれ

ぞれ発売した｡これにより,小規模ネットワークから大

規模ネットワークまで,ユーザーのニーズにこたえる企

業内ネットワークソリューションを提案している｡

VoIP対応CX8000とNT-1000

NT-1000とCX8000は,人規模なWAN系VoIPソリュー

ションを実現するためのコア装置である｡これらの装置

を用いたVoIPネットワークの構成例を図1にホす(｡

NT-1000の外観を図2に,NT-1000とCX8000用IPトラ

ンクの主な仕様を表1にそれぞれ示す｡
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注:略語説明

SS7(SignalingSystem

Number7;No.7共通緑)

図1VoIPネットワークの

構成例

SS7信号方式の採用により,

PBXのネットワーク機能をIP

ネットワーク上で実現できる｡

CX8000/CX3000MS/CX3400

MS/CX5000MSとSS7信号線

で接続すれば,SS7アプリケ

ーションを共用することが可
能である｡ただし,他社製を

含む他のPBXとの接続では,

菖声通信だけに限られ,局間

転送などのSS7アプリケーショ

ンには利用できない｡
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図2 NT-1000の外観

音声信号をIPパケット化するVoIPゲートウェイ装置"NT-1000”

の2タイプの外観を示す｡IHヒする舌声チャネル数により.Type

S(最大16チャネル),Type Ml(最大96チャネル),およびType

M2(最大248チャネル)を選択する｡

表1NT-1000とCX8000用IPトランクの主な仕様

NT-1000では,パッケージやソフトウエアの追加により,PBX

の機能を付加することができる｡

仕 様 NT-1000･CX8000用IPトランク

LANインタフェース 10BASE一丁

PBXインタフェース
TTC-2M

ODトランク

普声符号化方式
lTリーTG.729A

一丁リーTG.711

ファクシミリ通信 G3

PB信号転送 あ り

呼制御プロトコル No.7共通線

エコーキヤンセラ あ り

揺らぎ吸収バッファ あ り

注:略語説明

OD(OuトBandDialing),PB(PushButton)

これらの装F琵の__i三な特徴は以卜のとおりである⊂′

(1)洋声･デー列口1線統fナによる適†言コストの低減

昔)‾!iをIPデータに変換して送受信できるので,データ

系【l--1線と音声系回線の統合が可能となり,効ヰく的なネッ

トワークが構築できる｡

(2)PBX音声アプリケーションの継承

VoIPで他用される呼制御プロトコルには,人別して∴

つの流れがある｡一つはコンピュータの文化から派牛し

たもので,代表的なものとしてITU-TS(国際電気通信連

合 電気通信標準化部門)の勧告H.323があげられる｡も

う一つは交換機の文化から派牛したもので,できるかぎ

り竜講の稚い勝手を残してⅤ()IPを実現するというぢ▲え方

に裁づいているl｡代表的なものとして｢SS7信ぢ一ノJ式+と,

竜話番号やトリ純利御情事l-ほ流す｢Dチャネル+共通線信一り･

方式があげられる｡

CX8()0()川IPトランクとNT-1000ではSS7イこi旨方式を採川

しており,これまでのPBXの使い勝手をそのままIPネット

ワークに適用できるし､例えば,†訓胴云送(PBXをまたがる

通イi‡の転送)や局【告Jでのリセットコール,発†∴者番弓一過机

一事業所川PHSのローミングなど.PBXのネットワーク機能
をIPネットワーク上で実現することができる〔)ただし.

CX8000/′CX3000MS/CX3400MS/CX500〔爪4S以外のPBX

(他社製を含む.｡)との接続では,音声通信だけとなる｡〉

(3)トラヒック収集機能

前信呼損の測定,対地ごとのトラヒック測定,および

集計ができる｡

(4)ITU-T勧㍗r▲(;.729A■Iの採用

音声Jl涌詩‾〟式として,8kビット/sのCS-ACELP(ITU-T

軌告…G.729A'')を採川することにより,32kビット′′/sの

ノ1DPC九4(Adaptive DifferentialPtllse C()de M()dulati()11:

適応差分符号化)相当の古賀を実現し,高効率･高占占質の

伝送が可能である｡

(5)古アド品質の確保

パケットの揺らぎl吸収機能や到達遅延対策機能などに

より.いっそう白然に近い通計を実現する(二,

(6)ファクシミリ通信

ファクシミリイi-‡弓▲を自動認識するので,ユーザーが意

識することなく,G3ファクシミリ通イ言ができる〔-:.

(7)PBイii弓-の通過

音声†言冒一からPB(Pし1ShButt()n)信号を検｢H後,コード

化して転送することにより,PB†F‡弓･の透過を実現する｡〕

(8)他朴製PBXのVoIPネットワークヘの収容

NT-1000のOD(〔)ut-Balld Dialillg)トランクまたは

TTC-2Mインタフェースによって他祉製PBXとも接続で

き.lroIPによる過言■キが利用できるし⊃

(9)必要な機器の迫力11でPBXとして利用が可能

NT-1000では,パッケージやソフトウェアを追加する

ことによF),PBXの機能を付加することができる｡

大規模VoIPネットワークシステムの構築事例

4.1VoIP導入に際しての留意事項

近牛.1)iff-Serv(Dif-ferentiatedService)などの優先制

御に関する標準化や,IPネットワーク上で共通線信号を

転送するなどの使い勝手を向上する機能強化の進丘引こよ

り,大規模ネットワークでも,Ⅴ(_)1P技術を用いた音声

データ統合ネットワークが構築できるようになってきた.二
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大規模なIPネットワークでは特に,音声パケットの遅

延や揺らぎ,廃棄を考慮してネットワーク設計をしかナ

ればならない｡また,規模が大きいことから,IPアドレ

スや内線電話網の番号計画も重要なポイントの一つで

ある｡

4.2 日立製作所の社内ネットワーク

4.2.1VoIP化の背景

口立製作所の社内ネットワークは,TDM,パケット

交換機,およびTS-PBX(TollSwitch PBX:中継用構内

竜子交換機)から成る自営アクセスポイントと,近隣事

業所を接続する高速ディジタル回線で構成し,十数年前

に構築した｡その後,アクセスポイント間の幹線部分の

ATM(Asynchronous Transfer Mode:非何期転送モー

ド)専用線化などの変‾史を加えることにより,高速化と

費用の削減を推進してきた｡

近年の社内でのサプライチェーンの整備や社内研究所

間のリソースの共有化など,IPデータの高速化ニーズヘ

の対応と通信コストの削減を図るために,今回,TDM

ベースの社内ネットワークをIPベースのネットワークに

再構築することにした｡

4.2.2 VoIPネットワークの構築

再橋築にあたっては,ギガビットルータ"GR2000''=}■,

VoIPゲートウェイ装置"NT-1000”,IPトランク内蔵PBX

``cx8000''を採川することにより,社内ウェブや電子メ

ールなどのインターネットアプリケーションと内線電前

納,メインフレームコンピュータ間過信といった従来型

アプリケーションをすべてIPに-･元化する｡これにより,

社内のインターネット利用環境の高速化を図るととも

に,VoIPも実現する｡

中継｢可線にはATM専用線と高速ディジタル回線を使

用し,東京の大森を拠点とするスター形のネットワーク

構成に変更する｡これは,VoIPの採用によってTS-PBX

がイく安となり,アクセスポイントの設備を廃止すること

ができるためである｡これにより.ネットワーク設備の

大幅な簡素化による道川費低減が期待できる｡今後,通

信コストのいっそうの低減のために,中継回線のIP-VPN

化も進める計画である｡

現在,先行導入拠点で運用評価中であり,平成12年度

中に日_‾在製作所内の事業所のIP化を完了し,その後順

次,関連各社に拡大していく予定である｡
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おわりに

ここでは,WAN系VoIP対応製品である``NT-1000''と

CX8000用IPトランクの機能と特徴,およびこゴ1らを用い

た人規模な企業内VoIPネットワークシステムの構築事例

として,日立製作所の社内ネットワークについて述べた｡

企業内ネットワークのIP化は,優先制御技術の進展に

より,今後さらに増えていくものと予想する｡今後も,

白祉ネットワークでの構築ノウハウを顧客システムヘ適

川していくとともに,ユーザーニーズにこたえるネット

ワーク製品の開発と機能強化を因っていく考えである｡
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